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壱岐市告示第１号 

 令和６年壱岐市議会定例会を、次のとおり招集する。 

    令和６年１月９日 

                             壱岐市長 白川 博一 

１ 期 日  令和６年１月１６日（火） 

２ 場 所  壱岐市議会議場（壱岐西部開発総合センター２Ｆ） 

 

────────────────────────────── 

令和６年壱岐市議会定例会１月会議 審議期間日程 

日次 月  日 曜日 会議の種類 摘         要 

１ 1月16日 火 本会議 

○開会      ○会議録署名議員の指名 
○会期の決定   ○審議期間の決定 

○諸般の報告   ○議案の上程、説明 

○議案審議 

○散会 

 

 

令和６年壱岐市議会定例会１月会議 上程案件及び議決結果一覧 

番 号 件    名 
結   果 

審査付託 本会議 

報告第１号 
令和４年度壱岐クリーンエネルギー株式会社に係

る経営状況の報告について 
－ 

報告済 

（１／１６） 

議案第１号 壱岐市手数料条例の一部改正について 省 略 
原案のとおり可決 

（１／１６） 

議案第２号 令和５年度壱岐市一般会計補正予算（第７号） 省 略 
原案のとおり可決 

（１／１６） 
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─────────────────────────────────────────── 

令和６年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 １ 月 会 議 会 議 録（第１日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                    令和６年１月１６日 午前10時00分開会（開議） 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
１３番 中田 恭一 

１４番 市山  繁 

日程第２ 会期の決定 347日間 決定 

日程第３ 審議期間の決定 １日間 決定 

日程第４ 諸般の報告 議長 報告 

日程第５ 報告第１号 
令和４年度壱岐クリーンエネルギー株式

会社に係る経営状況の報告について 
総務部部長説明、質疑あり 

日程第６ 議案第１号 壱岐市手数料条例の一部改正について 
市民部部長説明、質疑なし、 

委員会付託省略、 

討論なし、可決 

日程第７ 議案第２号 
令和５年度壱岐市一般会計補正予算（第７

号） 

財政課課長説明、質疑あり、 

委員会付託省略、 

討論なし、可決 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第１号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（14名） 

２番 樋󠄀口伊久磨君       ３番 武原由里子君 

４番 山口 欽秀君       ５番 中原 正博君 

６番 山川 忠久君       ７番 植村 圭司君 

８番 清水  修君       ９番 土谷 勇二君 

10番 音嶋 正吾君       11番 豊坂 敏文君 

13番 中田 恭一君       14番 市山  繁君 

15番 赤木 貴尚君       16番 小金丸益明君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 
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────────────────────────────── 

欠  員（２名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局局長 山川 正信君   議会事務局次長 平本 善広君 

議会事務局次長補佐 松永 淳志君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 白川 博一君  副市長 ………………… 眞鍋 陽晃君 

教育長 ………………… 山口 千樹君  総務部部長 …………… 中上 良二君 

企画振興部部長 ……… 塚本 和広君  市民部部長 …………… 西原 辰也君 

保健環境部部長 ……… 﨑川 敏春君  農林水産部部長 ……… 谷口  実君 

建設部部長 …………… 平田 英貴君  消防本部消防長 ……… 山川  康君 

教育次長 ……………… 目良 顕隆君  総務課課長 …………… 横山 将司君 

財政課課長 …………… 原  裕治君  会計管理者 …………… 篠崎 昭子君 

────────────────────────────── 

午前 10 時 00 分開議 

○議長（小金丸益明君） 皆さん、おはようございます。 

初めに、能登半島地震で犠牲になられた方々と御遺族皆様に、謹んでお悔やみを申し上げま

すとともに、被災された皆様に心からお見舞いを申し上げます。一日も早い復興をお祈り申し

上げます。 

令和６年壱岐市議会定例会は本日開会となりますが、本年も壱岐市及び市民皆様にとって実

り多き年となりますよう、議員一同尽力してまいります。市民皆様の御理解、御協力のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。報道機関に対し、撮影機材等の使用の許可

をしておりますので、御了承ください。 

ただいまの出席議員は１４名であり、定足数に達しております。 

ただいまから、令和６年壱岐市議会定例会を開会します。 

これより、１月会議を開きます。 

――――――――――――・――――・―――――――――――― 

   日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（小金丸益明君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
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１月会議の会議録署名議員は、会議規則８８条の規定により、１３番、中田恭一議員、１４

番、市山繁議員を指名します。 

――――――――――――・――――・―――――――――――― 

   日程第２．会期の決定 

○議長（小金丸益明君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

本定例会の会期は、本日から１２月２７日までの３４７日間としたいと思います。御異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君） 異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から１２

月２７日までの３４７日間と決定いたしました。 

――――――――――――・――――・―――――――――――― 

   日程第３．審議期間の決定 

○議長（小金丸益明君） 日程第３、審議期間の決定を議題とします。 

お諮りします。１月会議の審議期間につきましては、本日１日としたいと思います。御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君） 異議なしと認めます。よって、１月会議の審議期間は、本日１日と決

定いたしました。 

――――――――――――・――――・―――――――――――― 

   日程第４．諸般の報告 

○議長（小金丸益明君） 日程第４、諸般の報告を行います。 

諸般の報告については、タブレットに配信のとおりであります。 

ここで、閉会中の議員の辞職について報告いたします。 

令和６年１月１５日に、議席番号１番、森俊介議員から、一身上の都合により議員を辞職し

たい旨の願いが提出されました。本件は、地方自治法第１２６条ただし書の規定により、議長

において同日付をもって辞職を許可いたしましたので、報告いたします。 

次に、白川市長より発言の申出があっておりますので、これを許します。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君） おはようございます。令和６年壱岐市議会定例会の開会及び１月会議

の開催に当たり、御挨拶を申し上げます。 

市民皆様、議員各位におかれましては、健やかに輝かしい新年をお迎えになられたことと、

お喜びを申し上げます。本年も皆様の御理解、御協力を賜りながら、全力で市政運営に当たっ
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てまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

初めに、元旦に発生した令和６年能登半島地震、翌２日にはその被災地、能登半島に救援物

資を輸送する任に当たっていた海上保安庁の航空機と日本航空の旅客機が、滑走路上で衝突し

て炎上するという大事故が発生し、新年波乱の幕開けとなりました。 

能登半島地震では最大震度７が観測され、多くの死傷者や建物の倒壊、大規模火災、道路の

寸断、断水、停電など、甚大な被害が発生し、多数の被災者が今なお厳しい避難生活を余儀なく

されておられます。犠牲となられた方々と御遺族皆様に謹んでお悔やみ申し上げますとともに、

被災された皆様に心からお見舞いを申し上げます。 

なお、被災地支援につきましては、長崎県への正式な派遣要請があり次第、県及び本市を含

めた県下市町が一体となり、被災地への災害派遣を行う予定といたしております。 

さて、早いもので１月も半ばを過ぎましたが、１月６日の壱岐市消防出初式を皮切りに、壱

岐市成人式、壱岐の島新春マラソン大会と、新年の幕開けを飾る大きな行事を市民皆様をはじ

め関係皆様の御理解と御協力によりまして、滞りなく開催することができました。この場をお

借りして厚く御礼を申し上げます。 

次に、これまで取組を進めておりました磯焼け対策により回復した藻場について、壱岐市磯

焼け対策協議会からジャパンブルーエコノミー技術研究組合へブルーカーボン・クレジット申

請を行っておりましたところ、昨年１２月１１日にＪブルークレジットとして、９７４.６トン

ＣＯ２の温室効果ガス吸収量の認証内示を受けました。この９７４トンというクレジット量は、

令和２年度にＪブルークレジット制度が創設されて以降、単年度の認証としては最大量となる

ものであります。 

クレジット保有者は、壱岐市磯焼け対策協議会となり、今後、市及びＪＢＣと連携して購入

者の公募、販売を進めてまいります。また、その収益を活用し、さらに取組を拡充させることに

より、全島的に磯焼け対策を加速化させ、本市周辺海域における藻場の早期回復を図るととも

に、政府が推し進める２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにするカーボン

ニュートラルの達成に向けた取組の一助となることを期待いたしております。 

さて、本日提出しております案件は、壱岐クリーンエネルギー株式会社に係る経営状況の報

告１件、条例の一部改正に係る案件１件、予算案件１件であります。 

何とぞ慎重に御審議いただき、適正なる御決定を賜りますようお願い申し上げます。 

本年も、市政運営に誠心誠意取り組み、議員各位、そして市民皆様とともに、各種施策に全力

で取り組んでまいりますので、御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げ、開会に際して

御挨拶とさせていただきます。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

――――――――――――・――――・―――――――――――― 

   日程第５．報告第１号 

○議長（小金丸益明君） 日程第５、報告第１号、令和４年度壱岐クリーンエネルギー株式会社

に係る経営状況の報告についてを議題とします。 

本件についての報告を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君） 本日提出の案件につきましては、担当部長及び担当課長に説明をさせ

ますので、よろしくお願いいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君） 中上総務部長。 

〔総務部長（中上 良二君） 登壇〕 

○総務部部長（中上 良二君） 皆様、おはようございます。 

報告第１号について御説明いたします。 

令和４年度壱岐クリーンエネルギー株式会社に係る経営状況の報告について、地方自治法第

２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告いたします。本日の提出でございます。 

この報告につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第３号に規定する一般社団法

人及び一般財団法人並びに株式会社への予算の執行の適正化等を図る観点から、本市が資本金

等の４分の１以上、２分の１未満の出資をしている法人等で、市長の調査等の対象となる法人

を定める条例第２条に規定する法人において行うものでございます。当法人は、昨年１１月２８

日に定期株主総会が開催されましたので、これを受けて報告するものでございます。 

壱岐クリーンエネルギー株式会社への出資比率は２５.５％でございます。 

令和４年度の経営状況報告でございますが、２ページから３ページは、事業経過報告書でご

ざいます。 

４ページ、令和４年度風力発電事業実績表をお開き願います。表の拡大をお願いいたします。 

表の上段が月ごとの集計値、下段が１日当たりの平均値となっております。 

稼働状況につきましては、１０月４日から１１月１８日にかけて、落雷による発電機の故障

に伴う稼働停止。また、１月２４日から２月６日にかけて、ヨーモーターの破損による稼働停

止があっております。 

売電金額の列を御覧ください。売電金額合計は９,３１９万１,２０８円となっております。

昨年度が１億１,５５５万４,５３８円ですので、２,２３６万円程度減少をしておりますが、主

な要因は、ただいま御説明いたしましたとおり、落雷による機器の故障等に伴う稼働停止によ
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るものでございます。 

６ページは、監査報告書でございます。 

７ページをお開きください。貸借対照表でございます。 

資産の部、流動資産は４,８５９万４,６０６円、固定資産は４億４,３６６万１９４円、繰延

資産は１４５万８,１６１円で、資産の部合計が４億９,３７１万２,９６１円でございます。 

次に負債の部、合計は４億９,００９万４,２６０円でございます。 

次に純資産の部、合計は３６１万８,７０１円でございます。 

負債及び純資産の部の合計は、４億９,３７１万２,９６１円でございます。 

続きまして、８ページをお開き願います。損益計算書でございます。 

売上高は９,１１９万５,７６０円でございます。売上原価は９,６１２万９,０４９円で、９

ページに内訳を記載しております。 

売上総損失は４９３万３,２８９円となり、そこから販売費及び一般管理費１,５８４万

４,９８９円を差し引いた営業損失は２,０７７万８,２７８円でございます。 

また、営業外収支を含めた経常損失は２,５０２万１,３００円でございます。 

特別利益である機器の故障等に伴う受け取り保険金を加えた税引き前の当期純損失は８８２

万８,１４３円となり、税引き後の当期純損失は９９６万８,０４３円となっております。 

１０ページをお開きください。株主資本等変動計算書でございます。 

当期末の純資産の部合計は、３６１万８,７０１円となっております。 

以上で、報告第１号令和４年度壱岐クリーンエネルギー株式会社に係る経営状況の報告を終

わります。 

〔総務部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君） これから質疑を行います。 

質疑の通告がありますので、これを許します。４番、山口欽秀議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君） 昨年も１月議会で、壱岐クリーンエネルギー株式会社について

質問いたしましたが、引き続き関連で質問になると思いますが、質問いたします。 

まず１点目は、昨年に続き、今年度もヨーモーターの破損が起きております。令和３年度が

２回、今年度は１回ということで、このように連続的に起きたということでありますが、その

原因は何だったのか、改善はなされたのかという点であります。 

２番目、今度新たに１０月に落雷による発電機の故障が起きております。修理に時間がかか

っておりますが、落雷という、ある面では予想されたことに対する事故発生の防止がなされて

いたと思うんですが、なぜ落雷による故障が起きたのか。今後、この落雷の故障の修理によっ

て、今後繰り返されることはないのか、その辺りの状況をお聞かせください。 
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３点目、令和３年度は九州電力における電力抑制が１６回あったにもかかわらず、令和４年

度の結果には電力抑制がなかったのか、どのような理由でなかったのか、その辺りの状況をお

聞かせください。 

４点目、昨年もお伺いしましたが、役員報酬と寄附について、今回も内訳をお知らせくださ

い。昨年は寄附金の中に自民党への寄附金がありましたが、問題としましたが、その後の寄附

金についての改善等、それから役員報酬についても何らかの改善がなされたのか、お答えお聞

かせください。 

今日追加で、もう一つお願いいたします。昨年、委託料について支払っているということで

総務部長のほうから返答がありましたが、今回も幾らかの委託料が払われているのか、この委

託料はどのような契約に基づいて委託料を払っているのか、その点追加ですが、よろしくお願

いします。 

○議長（小金丸益明君） ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。中上総務部長。 

○総務部部長（中上 良二君） 山口議員の御質問にお答えをいたします。 

まず、ヨーモーターの障がいの件でございますが、ヨーモーターは風車が風を正面で受ける

ように風向きに合わせて動かす部分に使用をいたします、風力発電の効率を高めるために大事

な役割を持つ部分でございます。ヨーモーターの障がいについては、風力発電設備の北西側の

山肌が風雨、雨風等で削れてしまいまして、そこに風が吹きつけることで風の乱流が発生をし、

風車の風の向きに合わせる動きに異常な負荷が発生した結果、ヨーモーターに障がいが発生し

ていると考えており、２年連続で障がいが発生したところでございます。 

風の乱流につきましては自然現象でございますので、今後も同様の現象が発生する可能性が

ありまして、ヨーモーターの障がいの発生も否めない状況でございます。自然現象だけに、未

然の防止対策につきましては非常に困難でございまして、壱岐クリーンエネルギー株式会社に

おいても障がい発生後の早期復旧に努められているところでございます。 

次に、２つ目、落雷による発電機の故障は改善され、今後、落雷による故障を繰り返すことは

ないと言えるのかという御質問でございます。 

今期の落雷によって発生した発電機の故障は修理をされ、正常に稼働をするようになってお

りますが、今後も落雷による発電機に不具合が発生する可能性は否定できない状況でございま

す。避雷針等の雷対策はございましても、落雷を完全に防ぐ、あるいは被害を回避することは

非常に困難でございますので、保険等で損害へ備えがなされているものと認識をいたしており

ます。 

次に、３点目でございますが、令和３年度の九州電力による電力抑制が１６回あった、令和

４年度のその状況はという御質問でございます。 
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電力会社による出力制御は、令和４年度についても実施をされております。 

議案の４ページを、お開きを願います。表の年、月、区分、平均風速、最多風向、運転時間の

次の列に、電力抑制、その次の列に予想捨電量金額を示しております。 

これによりますと、今期は３月、４月、５月、６月、９月に、合計で３２５時間の出力制御が

行われ、１８万５,２２７キロワットアワーの電力が抑制されたと見込まれております。 

続きまして、４つ目の役員報酬、寄附金の内訳はどうなっているのか、昨年度から改善への

検討はなされたのかという御質問でございます。 

役員報酬につきましては、取締役社長が２００万円、取締役が１人７０万円、３人でござい

ます。監査役が１０万円、３人でございまして、合計で４４０万円の支出となっております。 

寄附金につきましては、地元公民館への寄附が３０万円、地元の花火大会への寄附が５万円

となっております。 

役員報酬につきましては、前年と同様でございます。 

寄附金につきましては、前年度処理誤りがあったものにつきましては改善がなされていると

ころでございます。 

それと、追加の委託料の御質問でございますが、これにつきましては、その内容につきまし

ては、風力発電機の点検、そしてメンテナンスの対応等々にかかる分ということで、委託料と

して支払いが行われております。 

また、ウインドパークに設置されているトイレ等の管理委託につきましても、これは市から

の委託でございますが、３６万円ということになっております。 

以上でございます。 

○議長（小金丸益明君） 山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君） １番のヨーモーターの破損、それから２番目の落雷による故障

ということで、修理は済んだということであります。今後、気候状況とかいうことで繰り返さ

れるんではないかということですけども、全国にも風力発電は多々あるわけですから、そうい

う教訓からいって、何らかのヨーモーターの改造とか、それから施設の改良とか、それから落

雷防止とか、そういう点での改良の余地はあるんではないかなというふうに思いますが、その

点での取組はされているのかということです。 

それから３点目の、電力抑制はあったということで、表を見ればそうかなということですが、

年間の事業の推移を見る２ページ、３ページ目には、一切その電力抑制の記載がなかったので

お伺いしたわけですが、電力抑制もこれも年々毎年あるということであります。そのことによ

って、結局は電力が無駄になるということでありますから、今後、電力抑制が毎年のように続

くんであれば何らかの電力抑制を有効に止める、抑制で電力が無駄にならないようにする、そ
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の対策はあるのかと、しているのか、その辺りのお考えを聞かせてください。 

それから４点目の役員報酬ですが、役員報酬というと、その役員の中に市長が役員としてい

らっしゃるわけですが、７０万の報酬を。第３セクターという、そういう位置づけの会社であ

りますから、市長がこの７０万の報酬を受けるのが適正であるということなのか。やっぱり去

年も問題にしましたが、第３セクターということでの位置づけで報酬をもらうのは、やっぱり

考えるべきではないかなと思います。 

それから、昨年も問題にしましたが、壱岐クリーンエネルギー株式会社そのものが、株式会

社なかはらのホームページの中に、もう一企業としての位置づけがあるわけで、そういうふう

で代表取締役も中原さん、それからいろんな役員も、なかはらの役員さんがほかにもいるとい

う形での役員構成になっている。そういう点で、第３セクターとしての壱岐クリーンエネルギ

ーセンターの役員、それから役員報酬について、これでいいのかというふうに、とりわけ市長

の報酬について問題ないということなのか、再度お伺いします。 

それから寄附金についても、確かに地元の公民館についての寄附ということであるでしょう

けども、この寄附金も毎年のように３０万寄附金。これ幾つの公民館に、毎年同じところに出

されているのか、その辺りちょっとお聞かせ願えますか。 

それから、最後の委託料についてですが、故障したときに委託料払ってるよ。この委託料は

市から幾ら出されているのか、市が出しているのか、会社が出しているのか、その辺り委託料

をお聞かせください。 

○議長（小金丸益明君） 中上総務部長。 

○総務部部長（中上 良二君） 山口議員の再質問にお答えをいたします。 

まず第１点目のヨーモーターあるいは発電機、落雷による発電機の故障の分、改良の余地、

またはそういったことに関しての取組ということでございます。 

先ほど申し上げましたように、自然現象ということで、非常に未然の防止対策は困難であろ

うというふうに考えております。そうした中で、このヨーモーターの修理、また発電機の修理

を行うに当たりまして各事業者と、またいろいろな情報交換や、そういった対策等についても

協議がなされているものと認識をいたしておりますけれども、現状といたしましては、自然現

象というようなところで非常に難しい状況であるということでございます。 

役員報酬の件でございますが、役員報酬、また、等に関することの御質問でございましたが、

これにつきましても、昨年答弁をさせていただいておりますけれども、この市長が取締役とし

て入ることにつきまして、市長の役員就任に係る法的制限については、地方自治法第１４２条

に規定をされておりまして、そこには何ら触れることはない、そういったことで取締役に就任

することは問題もない、また報酬を得ることについても問題はないということで、昨年も答弁
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をさせていただいておりますが、そうした中での、そうした法的に何も問題ないというような

状況の中での対応ということで、御理解をいただきたいと思っております。 

それと、寄附金の状況でございますが、寄附金の公民館、各自治公民館への内訳でございま

すが、箱崎の４つの公民館に全部で３０万円の寄附がなされているところでございます。 

２つ目が。すいません、２つ目の御質問は。 

○議員（４番 山口 欽秀君） 電力抑制の対策。 

○総務部部長（中上 良二君） 失礼いたしました。 

電力抑制の対策でございますが、今回の電力抑制によります金額に換算をいたしますと、今

期の出力制御によりまして、４００万円ほど売上げへの影響が見込まれております。 

出力制御につきましては毎年発生をいたしておりまして、電力の安定供給のために必要な処

置であることは認識を、これはもういたしておりますが、活用できる再エネが無駄になってい

るということも事実でございますので、余剰の再エネを有効活用するためにも、水素あるいは

蓄電池による貯蔵が必要だということで、今後、検討協議が必要かというふうに考えておりま

す。 

以上でございます。 

それと、なかはらグループの件でございますが、これも昨年もそうしたことで質問があって

おります。なかはらグループの企業との関係につきましては、当初、旧芦󠄀辺町時代に株式会社

なかはら、そして芦󠄀辺町で一部出資をすることでクリーンエネルギー株式会社を立ち上げられ

たという経過もございまして、株式会社なかはらが主体となって経営そして運営もしているの

も確かでございます。そういったことでホームページに掲載されているものと認識をいたして

おりますが、グループとしての連結決算等は行われていないということは御認識をいただきた

いと思っております。 

ホームページにつきましては、昨年御質問いただきまして、それに対しまして、社長のほう

に口頭電話で申入れをし、議会で誤解を招くような質問をいただきましたと、そういうことで

改善の検討をお願いしたい旨の申入れはさせていただいております。最終的には、会社の判断

ということになろうかと思っております。 

それと、委託料の件でございますが、市からの委託と申しますのは、壱岐市ウインドパーク

管理費ということで、壱岐市が所有をしておりますウインドパークに設置をされているトイレ

等の管理を委託しておりまして、その分が３６万円でございます。ほかは、市が委託をしてい

るということはございません。 

以上でございます。 

○議長（小金丸益明君） 山口議員。 
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○議員（４番 山口 欽秀君） 様々な機械の故障というのは起こり得るわけですが、今後対応

をしっかりしていただきたいというふうに思います。 

電力抑制についても、今後ずっと続くわけですから、この会社が維持するということであれ

ば、対策は当然何らかの可能、自然ではないんですから、やるべきではないかなということは

思いますので、検討を進めていただきたいと。 

そういう上に立って、第３セクターとしての壱岐クリーンエネルギーそのものをどう考える

かという点も、できてから２０年を過ぎている、それからこういう自然現象等の故障を含めて

様々なこともあるわけですが、とりわけ第３セクターとしての位置づけで、市はどのように考

えているのかということでいくと、第３セクターは公共性、それから企業性を併せ持つ、そう

いう組織だということはありますが、その中で、特に住民の暮らしを支える事業だという位置

づけが、とりわけ公益性ですよね。公益性がどれだけあるのかと。電力ですから、みんな市民が

使うわけですが、この事業によって市民生活、暮らしを支える事業として、今後も続けるのか

という点でどうなのかと考えるわけです。 

とりわけ、この社長がなかはら、いろんな役員もなかはら、会社も設置もなかはら、そうい

う、一部企業の条件に全部乗っかかってやっていると、そういう企業であるわけで、その上に

白川市長が報酬をもらっていると、こういう状況であるわけですから、２０年たった、総務省

も健全な経営のうちに民営化も含めた見直ししたらどうだということを通達で出しているわけ

ですから、今後、クリーンエネルギー株式会社の運営について見直しを検討したらということ

を最後に思いますが、御意見をお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君） 中上総務部長。 

○総務部部長（中上 良二君） ただいまの山口議員の御質問でございますが、昨年も同様の御

質問をいただいております。改めて答弁をさせていただきます。 

壱岐クリーンエネルギー株式会社につきましては、過去の経緯も含めて御説明をいたします

が、平成１１年に、主に風力発電事業を行うために旧芦󠄀辺町と株式会社なかはらとの第３セク

ターとして設立された企業でございます。設立当初、発電事業は公共性、公益性が高いと判断

されたことから、旧芦󠄀辺町が出資比率の半分以上の５１％を出資して設立をされております。 

当初の風力発電設備につきましては、平成１１年度に現在の国立研究開発法人新エネルギー・

産業技術総合開発機構、通称ＮＥＤＯと申しますが、の地域新エネルギー等導入促進対策費補

助金を活用して整備されております。 

その後、平成２３年、当社の財務体質の強化を図る必要があったために、株式会社なかはら

が増資を行ったことで出資比率が変化し、株式会社なかはらが７４.５％、壱岐市が２５.５％

の出資比率となっているところでございます。この出資率につきましては、当時、増資に関し
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て補助金を所管をいたしますＮＥＤＯに、交付済補助金の取扱いを確認をいたしましたところ、

既に１２年を経過して事業が終了しているため、自治体の出資比率が５０％下回った場合の補

助金の取扱いについては、特段の規定はないとしながらも、自治体が関与している事業として、

出資比率２５％以上を確保することが望ましいとの見解が示されたことから、現在まで２５％

以上の出資比率を維持しているところでございます。 

平成３１年、令和元年には、耐用年数を経過した風力発電設備を更新して、風力発電事業を

継続しておりますが、当初の補助金交付から２０年以上が経過をし、風力発電設備自体も更新

をされていることを踏まえまして、ＮＥＤＯから補助事業に関する制約は存在をしないとの見

解も受けておりますので、当社の事業採算性等も慎重に判断をした上で、完全民営化あるいは

民間売却など、市が関わる第３セクターであることが適切かどうかの方向性も含めまして、経

営の在り方について、今後、協議検討をしてまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小金丸益明君） 以上で、通告による質疑を終わります。 

ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君） 質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

以上で、報告を終わります。 

――――――――――――・――――・―――――――――――― 

   日程第６．議案第１号 

○議長（小金丸益明君） 次に、日程第６、議案第１号壱岐市手数料条例の一部改正についてを

議題とします。 

提出議案の説明を求めます。西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部部長（西原 辰也君） 議案第１号壱岐市手数料条例の一部改正について御説明申し上

げます。 

壱岐市手数料条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。 

提案理由は、戸籍法の一部を改正する法律附則第１条第５号に掲げる規定の施行に伴う、地

方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正により、所要の改正を行うものでございま

す。 

次のページをお開き願います。壱岐市手数料条例の一部を改正する条例であります。 

別表の手数料を徴収する事項及び金額を、記載のとおり改めるものでございます。 

また、議案資料１の１ページから８ページに新旧対照表を記載しておりますので、御参照を
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願います。 

主な改正内容は、本籍地以外の市区町村の窓口でも、戸籍証明書及び除籍証明書等が請求で

きる広域交付が追加されたものでございます。 

なお、別表３項及び６項の戸籍及び除籍、電子証明書提供用識別符号の発行で、それぞれ１

件につき４００円及び７００円が新設をされていますが、それ以外の戸籍関係証明書及び広域

交付による手数料の金額に変更はございません。 

そのほかにつきましては、法律改正による字句や引用条項等の整備をするものでございます。 

次に、改正文の４ページをお開き願います。附則として、この条例は令和６年３月１日から

施行するものでございます。 

以上で、議案第１号の説明を終わります。 

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君） 質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第１号については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託

を省略したいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第１号については委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから議案第１号壱岐市手数料条例の一部改正についてを採決します。この採決は起立に

よって行います。本案は議案どおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君） 起立多数です。よって、議案第１号は原案どおり可決されました。 

――――――――――――・――――・―――――――――――― 

   日程第７．議案第２号 

○議長（小金丸益明君） 次に、日程第７、議案第２号令和５年度壱岐市一般会計補正予算（第

７号）を議題とします。 

提出議案の説明を求めます。原財政課長。 
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〔財政課長（原  裕治君） 登壇〕 

○財政課課長（原  裕治君） 議案第２号令和５年度壱岐市一般会計補正予算（第７号）につ

いて御説明申し上げます。 

令和５年度壱岐市の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億１０万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２５６億７,３１６万４,０００円とします。 

第２項は、記載のとおりでございます。 

繰越明許費の補正、第２条、繰越明許費の追加は、第２表、繰越明許費補正によるものでござ

います。 

地方債の補正、第３条、地方債の変更は、第３表、地方債補正によるものでございます。 

本日の提出でございます。 

今回の補正は、令和５年度国の補正予算に係る道路改良費補助事業分の事業費の追加につき

まして補正をするものでございます。 

２ページから３ページをお開き願います。 

第１表、歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等については、記載のとおりでございます。 

次のページをお開き願います。 

４ページ、第２表、繰越明許費補正の１、追加の、７款２項道路橋梁費の道路改良費（補助）

は、今回計上する国の補正予算に伴い、追加する事業を繰り越すもので、２億１０万円を計上

いたしております。なお、事業の完了予定及び繰越理由等につきましては、別紙資料２、令和５

年度１月補正予算案概要の３ページに記載のとおりでございます。 

次のページを御覧ください。 

５ページ、地方債補正の１、変更は、今回の補正における道路改良事業に係る地方債を追加

するもので、土木債の限度額２億７,８９０万円に、補正予算債６,１７０万円を追加し、限度

額を３億４,０６０万円としております。 

それでは、事項別明細書により内容を御説明いたします。 

まず、歳入について御説明いたします。１０ページから１１ページをお開き願います。 

１１款１項１目地方交付税の普通交付税は、今回の補正予算に係る一般財源として３３万

２,０００円を計上いたしております。 

１５款国庫支出金、２項４目土木費国庫補助金は、今回追加で交付される道路改良事業に係

る国庫補助金で、社会資本整備総合交付金、道路メンテナンス事業費補助金、交通安全対策事

業費補助金、合わせて１億３,８０６万８,０００円を計上しております。 

２２款市債につきましては、地方債補正で説明のとおりでございます。 
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次に、歳出について御説明いたします。今回の補正予算の事業内容につきましては、別紙資

料２、令和５年度１月補正予算案概要で説明いたします。 

２ページをお開き願います。 

７款土木費、２項３目道路橋梁新設改良費の道路改良費（補助）で、資料に記載の１１路線に

ついて事業を追加するもので、２億１０万円を計上しております。 

以上で、議案第２号令和５年度壱岐市一般会計補正予算（第７号）について説明を終わりま

す。 

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔財政課長（原  裕治君） 登壇〕 

○議長（小金丸益明君） これから質疑を行います。質疑の通告がありますので、これを許しま

す。４番、山口欽秀議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君） 議案第２号について質問いたします。 

１点目は、今回の事業は道路の改良ということで、道路防災安全事業と交通安全施設整備事

業という工事が、３つの路線にそれぞれ行われるということであります。 

この道路工事の、どういう狙いでどういう工事をされるのか、内容についてお聞かせくださ

い。 

それから、この工事に対する予算で、社会資本総合整備計画が必要だということで国へ出さ

れているということでありますが、壱岐市の社会資本総合整備計画の概要、平成２２年ほどか

ら国の補助金制度で始まっている事業ですので、かなり壱岐の事業としても蓄積があると思い

ますが、概要と今後どのような整備計画が考えてあるのか、その辺りをお聞かせください。 

よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君） ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。平田建設部長。 

○建設部部長（平田 英貴君） ４番、山口議員の御質問にお答えをいたします。 

１点目の道路防災安全事業、交通安全施設整備事業として行われる工事はどのような目的、

内容のものかという御質問ですけれども、道路防災安全事業につきましては、平成２９年４月

に策定いたしております、壱岐市道路法面等維持管理計画に基づき、自然斜面、のり面構造物

等の点検を実施した結果、危険の可能性があると判定した箇所の対策事業であり、危険度が高

いものから計画的に対策を進めております。 

今回の工事内容は、２級市道住吉長峰線の道路擁壁の補修工事、１級市道片原中央線のモル

タル吹きつけのり面の補修工事、２級市道片原梅津線の自然斜面の対策工事について、予算を

計上いたしております。 

次に、交通安全施設整備事業でございますが、警察、教育委員会、学校、そして道路管理者で
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ある県及び市の関係機関合同で、通学路の合同点検を平成２４年から継続に実施をしており、

その結果、対策が必要であると判断された箇所の対策事業であり、道路防災安全事業同様に優

先度が高い箇所から計画的に対策を進めております。 

今回の工事内容は、１級市道初山中央線の歩行者スペース確保を目的とした、側溝の蓋かけ

工事、１級市道芦󠄀辺浦中央線の歩道整備工事、１級市道商高国分線における歩行者スペース明

示のためのカラー舗装工事について、予算計上いたしております。 

次に、２点目の壱岐市は社会資本総合整備計画を作成しているのか、作成しているとすれば

その計画の概要説明をとの御質問ですけれども、計画につきましては、社会資本整備総合交付

金の交付を受けようとする自治体が作成するものと定められておりますが、交付要綱において、

２以上の地方公共団体等が社会資本整備総合交付金を充てて交付対象事業を実施しようとする

場合は、当該関係地方公共団体等が協議して取りまとめた整備計画を提出するものとするとさ

れており、本市の整備計画は目的を同じとした複数の市町があることから、混成計画となって

おり、その場合は上位の自治体である長崎県において整備計画が作成されますので、壱岐市が

独自で作成している整備計画はございません。 

それと追加の、今後の交付金の活用をした事業の方針ということでございますけれども、交

付金につきましては県のほうでメニューを作成がされておりまして、そのメニューに対して各

部署で計画があれば乗せていくということになりますので、各部署の計画については私からお

答えすることはできませんけれども、建設部の関係におきましては今後もこの交付金を活用し

ながら、道路整備、住宅整備、下水道等の整備を進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

以上でございます。 

○議長（小金丸益明君） 山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君） 道路防災についてでありますが、高齢者が電動の車を使って道

路右側を通行すると、で、対面で左通行の車が来るというような状況が増えていると思うんで

すよね。そういう中で、先ほど言われた側溝に蓋をするというのは極めて有効であるし、ぜひ

進めていただきたいということを思うわけですね。そういう事故防止含めた安全、高齢者の安

全を守るという点ですね。 

それから、交通安全の施設については、確かに最近緑の線が増えておりますが、縁石を設け

て、歩行者、それから自転車とか、そういうところの危険度に応じた縁石の設置とか、そういう

のも検討していただくということが必要じゃないかなということで思います。 

ぜひ、この道路防災、交通安全政策、進めていただきたいということでありますが、その中

で、社会資本総合整備計画の中で、一般的にこの国のについてと、いきますと、社会資本整備総
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合計画事業として、もう一つ防災安全交付金事業というのが、この同じ交付金の中にあります

よね。とりわけ能登地震を踏まえた防災対策ですよね。あれだけの大きな地震で、かなりのり

面、山が崩れる、それから道路寸断されていると、そういう状況の中で、壱岐は急斜面が多くて

危険地帯の指定が多々あるわけであります。それから、とりわけ漁協を見ると、港を見ると、も

う民家の背面までですね。背面がセメントで囲ってありますが、極めて危険な状態の中で、下

で住宅があるというようなことで、この防災安全という点での取組が、今後一層強められるべ

きであるというふうに思いますが、その点でのお考えどうでしょうか。 

○議長（小金丸益明君） 平田建設部長。 

○建設部部長（平田 英貴君） 山口議員の追加の御質問にお答えをいたします。 

防災安全対策が、今後も取組が必要ではなかろうかという御意見でございました。今回の能

登半島地震も同様に、道路が寸断をされて孤立するというような集落が問題視をされておりま

す。本市は、ただ網目状に道路が約１,３００キロも走っておりまして、寸断をするというよう

なことがないように十分に道路の管理をしていきたい、そして安全対策の工事を進めていきた

いというふうに考えております。 

それと、集落の背後地の急傾斜地の工事でございますけれども、急傾斜地につきましては県

の所管する部署、そして市が所管する箇所もございますので、急傾斜地につきましても適正に、

計画的に工事を進めていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（小金丸益明君） 山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君） 防災、この能登地震の結果、やっぱり防災というのが自治体の

役割として求められている、日頃から防災に対して計画的に備えるということが求められてい

ることがはっきりしたと思うんですね。そういう意味では、危険箇所をはっきりさせ、早め早

めの防災対策を求めて、発言を終わります。 

○議長（小金丸益明君） 以上で、通告による質疑を終わります。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君） 質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第２号については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託

を省略したいと思います。御異議ございませんか。 

〔｢異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君） 異議なしと認めます。よって、議案第２号については、委員会付託を

省略することに決定いたしました。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第２号令和５年度壱岐市一般会計補正予算（第７号）を採決します。この採決

は起立によって行います。本案は議案どおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君） 起立多数です。よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

以上で、予定された議事は終了いたしましたが、この際お諮りします。１月会議において議

決されました案件について、その条項、字句、数字、その他整理を要するものについては、会議

規則第４３条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思いますが、御異議ございませ

んか。 

〔｢異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君） 異議なしと認めます。よって、そのように取り計らうことに決定いた

しました。 

――――――――――――・――――・―――――――――――― 

○議長（小金丸益明君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。 

これをもちまして、令和６年壱岐市議会定例会１月会議を終了いたします。 

本日はこれにて散会いたします。 

大変お疲れさまでした。 

午前 10 時 57 分散会 

────────────────────────────── 
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